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岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科の狩野光伸教授と大学院医歯薬学総合研究科で

岡山大学次世代研究育成グループ(1) 代表の小山敏広助教は、複数の研究機関と医療機関の研究者

（札幌医科大学 樋之津史郎教授、大阪大学 萩谷英大助教、徳島大学病院 座間味義人准教授、千

葉大学病院 三上奈緒子氏、岡山大学病院 千堂年昭教授、北村佳久准教授、建部泰久氏）との共同

研究において、これまで不明であった日本国内の咽頭炎に対する抗菌薬治療に関連する要因を明

らかにしました。 

急性の喉の痛みを主症状とする急性咽頭炎は臨床的に頻度の高い疾患です。細菌による急性咽

頭炎の多くは A 群 β 溶血性連鎖球菌 (GAS) が起炎菌であり、この場合、適切な治療がなされな

いと重篤な続発症につながることがあり、迅速抗原検査によって判別することが重要です。また、

治療にはペニシリン系抗菌薬が第一選択薬として推奨されています(2)。本研究では、2013～2015 年

の日本国内における 127 万回の急性咽頭炎による外来受診を調査しました。その結果、GAS 迅速

抗原検査が実施されたのは全体の 5.6％であることが判明しました。一方で、抗菌薬は全体の 59.3%

に処方され、そのうち第一選択薬であるペニシリン系抗菌薬が選択されたのは 10.8％でした。本

研究成果は、2019 年 1 月 16 日に日本の医学誌「Journal of Infection and Chemotherapy」に掲載され

ます。 

◆発表のポイント 

・2013～2015 年の 3 年間において、日本国内の急性咽頭炎による外来受診のうち、GAS 迅速抗原

検査が実施されたのは全体の 5.6％でした。 

・急性咽頭炎の 59.3％に抗菌薬が処方され、処方された抗菌薬のうち第一選択薬であるペニシリ

ン系抗菌薬が選ばれたのは 10.8％でした。 

・本研究における日本国内の急性咽頭炎治療における抗菌薬の使用状況に関する取り組みは、薬

剤耐性菌対策の基礎的知見の一つとして活用されることにより、保健関連 SDGs の達成にも貢

献が期待されます。 
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◆研究者からのひとこと 

 
 
 
 
 
 
 
■発表内容 

＜現状＞ 

 喉の痛みを主症状とする急性咽頭炎は身近な感染症です。その原因の多くがウイルス性で抗菌薬

治療を必要としませんが、細菌性咽頭炎の中でも A 群 β 溶血性連鎖球菌 (GAS)による急性咽頭炎

の場合、適切な治療が為されないとリウマチ熱や扁桃周囲膿瘍など重篤な続発症につながることが

あることから、抗菌薬治療が推奨されています。しかし、GAS 咽頭炎以外の細菌性咽頭炎に対する

抗菌薬治療の必要性については現時点では国際的な合意に至っていない状況です。GAS 咽頭炎で

あるかどうかは、培養検査や迅速抗原検査による判別が可能であり、国内ガイドラインでもその使

用が推奨されています。また、症状から GAS 咽頭炎である可能性を判断するために、Centor 基準

や McIsaac 基準と呼ばれる基準があり、CDC（米国疾病対策予防センター）(3) 及び ESCMID（欧州

臨床微生物学会）(4) の指針では 0~2 点の軽症では GAS 迅速抗原検査は不要とされ、中等症以上で

GAS の検査の使用を検討するよう推奨されています。GAS 迅速抗原検査または培養検査で GAS が

検出された急性咽頭炎に対しては成人・小児ともにペニシリン系抗菌薬（日本国内はアモキシシリ

ン）10 日間の内服投与が第一選択として推奨されています（ただし、ペニシリンアレルギーのある

場合は他の抗菌薬が推奨されています）(2)。このようにさまざまなエビデンスに基づくガイドライ

ンや推奨がありますが、日本国内での急性咽頭炎に対する実際の治療の状況についてはこれまで知

られていませんでした。 

 

＜研究成果の内容＞ 

 狩野教授・小山助教らの研究グループは、診療報酬明細情報をもとに 2013 年から 2015 年の 3

年間における日本国内の急性咽頭炎による外来受診を調査しました。その結果、約 127 万回の急

性咽頭炎による外来受診のうち GAS 迅速抗原検査が実施されたのは、全受診回数の 5.6%であっ

たことが分かりました。また、全受診回数の半数以上にあたる 59.3%において抗菌薬が処方され

た一方で、GAS 咽頭炎の第一選択とされるペニシリン系抗菌薬が選択されたのは処方された抗菌

薬の 10.8%でした。これらの GAS 検査の実施率や抗菌薬の処方割合は、医療施設の規模、診療

科、患者の年齢によって大きな違いが認められました。規模の大きな医療施設、小児科、3～15 歳

の患者では、GAS 迅速抗原検査が高頻度に実施されました。また、抗菌薬の処方割合は少なく、

処方された抗菌薬全体に占めるペニシリン系抗菌薬の割合は高いことが明らかになりました。欧

米では小児の咽頭炎治療において 50～60％で GAS 検査が実施されていると報告されています。皆

 
小山 助教 

今回の研究は国内 5 大学・大学病院の研究者の協力を得て、薬剤耐性菌対策

の基礎的知見の一つとして、現在の医療内容に関する知見を提供するもので

す。薬剤耐性菌対策は保健関連 SDGs とも密接に連携して進められていますの

で、本研究の取り組みが国際的な SDGs の達成へ貢献することができることを

期待しています。 
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保険制度の日本では比較的軽症の段階で外来受診することが多いと考えられ、諸外国の数値と直

接比較することは難しいと考えられますが、日本での GAS 迅速検査の実施割合は非常に低い可能

性が示唆されます。 

 

＜社会的な意義＞ 

 本研究の成果は、医療ビッグデータとして診療報酬明細情報を活用し、実際の医療の状況を明ら

かにしたものです。このように、現状を深く理解することは今後日本政府が国内で進める薬剤耐性

（Antimicrobial resistance, AMR）対策 (5,6) や連携する国連の持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals; SDGs）における国際的な薬剤耐性菌対策(7) の目標達成の基礎的な科学的知見と

なり、このような取り組み事例は諸外国に示唆を提供するものと考えます。 
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■論文情報 
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 U  R  L：https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1341321X18304756?via%3Dihub 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。 

 

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 

教授 狩野光伸 

 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 

助教 小山敏広 

（電話番号）086-235-6585 
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